
令和８年度 横浜市立市ケ尾中ブロック 

第 1 回 学校運営協議会 報告書 

 

・日時  令和８年 5月 22日（金） 9：30～11：30 

・会場  市ケ尾中学校 学校図書館 

                    司会 市ケ尾中学校 大久保 千香子（副校長） 

                    記録 市ケ尾中学校 原 隆三郎（専任） 

【出席者】 

溝上慎一（桐蔭横浜大学教授）濵部剛（市ケ尾中校長）柏木次郎（東市ケ尾小校長） 

矢崎純一（荏田西小校長）鳥屋尾彰（荏田西連合自治会長）村田英二郎（下市ケ尾町内会長） 
西川和彦（中市ケ尾自治会長）蕪木泉（市ケ尾連合自治会長）秋吉晴子（市ケ尾中 PTA 会長）澤
田憲一郎（荏田西小協力の会代表）根本智子（東市ケ尾小元 PTA 会長） 

髙力由美子（学校・地域コーディネーター）笠原順子（学校・地域コーディネーター） 
関根秀昭（民間企業経営者）大久保智弘（民間企業代表）  

  

大久保千香子（市ケ尾中副校長） 
原隆三郎（市ケ尾中生徒指導専任）瀬野恵（東市ケ尾小児童専任） 

清水智久（荏田西小児童支援専任） 

  
 

【欠席者】 

 菅野 由美子（学校・地域コーディネーター）  
 

【次 第】           

１ 開会の挨拶                  市ケ尾中学校 濵部 剛 校長 

 

 

２ 委員長挨拶               桐蔭横浜大学教授 溝上 慎一 委員長 

 

 

３ 学校運営協議会委員委嘱に関して        市ケ尾中学校 濵部 剛 校長 

 

 

４ 委員自己紹介  

 

 

５ 各校の様子報告 

  ○令和８年度学校経営方針 

 

○児童生徒 今年の様子等 

 

 



６ ８月の第３回運営協議会についての提案 

 

   昨年度は８月２７日（木）学校職員研修会を行っていましたが、今年度は学校職員に 

  集まってもらったところで、学校・家庭・地域の方にも集まっていただいて、懇談会を 

行いたい。どうでしょうか？ 

 

  →多くの先生方と話ができる機会ということで、ぜひやりたいということになりました。 

 

７ 協議 令和８年度協議会の重点活動のテーマ 

  ブロック共通目標「まちを大切にし、地域の一員として自ら地域と関わろうとする 

子ども」「笑顔と挨拶があふれる子ども」の実現に向けて 

   

  ｢笑顔と挨拶があふれる子ども｣については継続して取り組む。 

  ｢まちを大切にし、地域の一員として自ら地域と関わろうとする子ども｣について、｢関わろう

とする｣から｢貢献できる｣に育成するためのステップとして、子どもたちと地域とのかかわ

り方について、具体的にどのようなアプローチができるかを検討する。 

 

・グループ協議 

  ・全体共有 

 

＜協議の記録＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ A 

・子どもたちと地域とのかかわり方に

ついて、自治会として提供できるもの

は防災、交通安全、公園清掃などがあ

る。地域の行事（盆おどり、クリーン

作戦、防災訓練など）に子どもも親も

巻き込めるといいのでは。 

・公園愛護会の活動として清掃してい

るが、子どもたちも参加したらどうか。 

・役員の方が１年交代なので、新しい

ことを始めるのが難しい。 

・総合的な学習の時間を使って、子ど

もが参加したいと思う地域行事を考え

ていく。また、出前授業などを行った

らどうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ B 

・地域貢献として公園の使い方やゴミ

の出し方などを考える。 

・パトロール活動、お祭り、防災訓練

などもある。 

・消防訓練で上の学年の子が教える。 

・使命感でやる公園内の管理（整備）

でもいいが、主体性に考えて行動でき

ると｢貢献できる｣になっていく。 

・やろうと思う気持ちをどう作ってい

くかが課題。 

・日々忙しい中で、参加しようと思う

きっかけがあるといい。 

・地域の方と子どもが話し合える場が

あるといい。 

・笑顔と挨拶は市ヶ尾学区はよくでき

ている。｢ありがとう｣という挨拶もい

いと思う。 

・子どもは帰りは笑顔が多い。朝も笑

顔が増えるといい。 

グループ C 

・現状として、子ども会の加入者が減

っている。子どもや大人の忙しさ、過

ごし方の多様化が影響しているのでは

ないか。祭り、防災を使って顔の見え

る地域づくりを進めたい。 

・今までしていることが続いている意

味もあるので、持続できる形に変えて

いけるといい。 

・先輩（卒業生）との関わりを増やす

と、子どもたちは地域へのかかわり方

をイメージしやすくなるのではない

か。 

・祭り等には、町内会に入っていない

から行きにくいという声もある。子ど

もたちは地域に関わりたい気持ちをも

っているので、どうマッチングさせる

かを考えたい。 

 



７ その他 連絡事項 事務手続き 

      次回開催予定 第２回 東市ヶ尾小学校開催（７月６日） 

第３回 荏田西小学校開催（８月２７日（木）１５：００） 

                   ｢子どもを真ん中に、語り合う会｣ 

第４回 荏田西小学校開催（１０月下旬～１１月上旬） 

             第４回 市ケ尾中学校開催（２月下旬～３月上旬） 

      ※日程は決定後にお伝えします。 

 

 

９ 閉会の挨拶                  荏田西中学校 矢崎 純一 校長 

 


